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れて、 みな 驚嘆した。 

「これ は 実に 霊妙の 筆で ある」 

誰も 進んで 描き 足そうと いう 者がない ので、 堂の 西 

北の 隅 だけ は、 いつまでも 白い ままで 残されて いる。 

法 喜 寺の 龍 

せいよう ほうき じ 

政 陽 郡の 東南に 法 喜 寺と いう 寺が あって、 まさに 

# 水の 西に 当っていた。 唐の 元 和の 末年に、 その 寺の 

僧が しばしば 同じ 夢 をみ た。 一つの 白い 龍が 渭水か 

ら 出て 来て、 仏殿の 軒に とどまって、 それから 更に 東 



ちょ うけ い 

長慶の 初年に、 その 寺 中に 住む 人で 毎夜 門外の 宿 

舎に 眠る ものが あった。 彼 は ある 夜、 寺の 西の 軒から 

ひょうひょう 

一 つの 物が 雲に 乗る ように 飄 々 と 飛び去って、 渭水 

の 方角へ むかった かと 思う と、 その 夜半に 再び 帰って 

来たの を 見た ので、 翌日 それ を 寺 僧に 語る と、 僧 もす 

こぶる 不思議に 思って いた。 

とキ J 

それから また 五、 六日の 後、 村民の 斎に 呼ばれて、 

寺 中の 僧 は 朝から みな 出て ゆく と、 その 留守の 間に か 

の 土龍の 姿が 見え なくなつ たので、 人び と はまた 驚か 

された。 

「たとい 土で 作った 物で も、 龍の 形 をな す 以上、 それ 



きどく 

ば、 かならず 奇特が あると 伝えられ ている。 

可尔它 厶 

せんじょう とうと リ ゆうせい リ き 

宣城 郡、 当 塗の 民に 劉 成、 李暉の 二人が あった。 

かれら は 大きい 船に 魚 や 蟹の たぐい を 積んで、 呉 や 越 

の 地方へ 売りに 出て いた。 

てんぽう しんあん 

唐の 天 宝 十三 年、 春 三月、 かれら は 新 安から 江 を 渡つ 

たんよう かさ ほ 

て 丹 陽 郡に むかい、 下査 浦と いうと ころに 着いた。 故 

郷の宣 城 を 去る 四十 里 (六 丁 一 里) の 浦で ある。 日 も 

すでに 暮れた ので、 二人 は 船 を 岸に つないで 上陸した。 



そこで、 李 は 岸の 人家へ たずねて 行き、 劉 は 岸の ほ 

とりに とどまって いると、 夜 は 静かで 水の 音 も ひびか 

ない。 その 時、 たちまち 船の なかで 怪しい 声が きこえ 

た。 

「可 尔它 ム、 可尔它 ム I 

おどろいて 透かして 視 ると、 一尾の 大きい 魚が 船の 

なかから 鬚 を ふり、 首 をう ごかして、 あたかも 人の 声 

をな して 阿弥陀 仏 を 叫ぶ のであった。 劉 は ぞっとして 

あ レ 

蘆の あいだに 身 を ひそめ、 なお も 様子 をう かがって い 

ると、 やがて 船 いっぱいの 魚が 一度に 跳ね まわって、 

みな 口々 に 阿弥陀 仏 を 唱え 始めた ので、 劉 はもう 堪ま 



ゆうかん よ 

取って いた。 下役 人 は勇悍 にして 弓 を 善くす る 者で 

あった。 

やがて 夜が 更けて 来たので、 下役 人 は 弓矢 をたず さ 

えて 軒下に 出て いると、 やがて 門 を 叩く 者が あった。 

下役 人 は 何者 だとたず ねる と、 外で は 答えた。 

「 柳 将軍から 盧 君に 書面 をお 届け 申す」 

言う かと 思う と、 一 幅の 書が どこから とも 知れずに 

軒下へ 舞い 落ちた。 それ は 筆 を もって 書いた もので、 

じかく 

字画 も 整然と 読ま れた。 その 文書の 大意 は —— 我 は ザ J 

とし もんこ 

こに 年久しく 住んで いて、 家屋 門戸み な 我が物で ある。 

そこへ 君が 突然に 入り込んで 済む と 思う か。 もし 君の 



住宅へ 我々 が 突然に 踏み込んだら、 君 もお そらく 捨て 

て は 置くまい。 左様な 不法 を 働いて、 君 はたと い 我 を 

懼れ ずと 誇る とも、 省みて 君の こころに 恥じないで 

あろう か。 君 はみ ずから 悔い改めて 早々 に 立ち去る ベ 

たの はじ こうむ 

きで ある。 小勇 を 恃んで 大敗の 辱 を 蒙るな かれ。 I 

この いかめしい 抗議文 をう け 取って、 盧は まだ 何と 

も 答えない うちに、 その 紙 は 灰の ごとくに ひらひらと 

散って しまった。 つづいて 又、 物々 しく 呼ぶ 声が きこ 

えた。 

ぎょい え 

「柳 将軍、 御意 を 得 申す」 



こつぜん ひろ 

忽然と して 現われ出で たの は、 身の たけ 数十 尋 (一 

尋は 六尺) もあろう かと 思われる 怪物で、 手に 一つの 

瓢 をたず さえて 庭先に 突っ立った。 下役 人 は 弓 を 

張って 射 かける と、 矢 は 彼の 手に ある 瓢 にあた つたの 

で、 怪物 はいつ たん 退いて その 瓢を 捨てた が、 更に ま 

た 進んで 来て、 首 を 俯して こちらの 様子 を 窺って い 

るら しいので、 下役 人 は 更に 二の矢 を 射 かける と、 今 

度 は その 胸に 命中した ので、 さすがの 怪物 も 驚いたら 

しく、 遂にう しろ を 見せて おめお めと 立ち去った。 

夜が 明けてから 彼の 来たらし い 方角 をたず ねる と、 

東の 空き地に 高さ 百 余 尺の 柳の 大樹が あって、 ひと 筋 



何 かの 鳥 か 魚が 殺される ので はない かと も 思った。 い 

ずれに しても、 行って みたら 判る かも 知れない と 思つ 

たので、 すぐに 支度 をして 饗宴の 席に 臨んだ。 そうし 

て、 主人に むかって かの 夢の 話 をす ると、 彼 も 不思議 

そうに 首 を かたむけながら、 ともかくも 下役 人 を 呼ん 

で 取調べる と、 役人 は 答えた。 

こうぎょ いしもち 

「実は 一 日 前に、 大きい 黄 魚 (石 首 魚) が 漁師の 網に 

かかりました ので、 それ を 料理して お 客 さまに 差し 上 

げ ようと 存じ ましたが …… 」 

「その 魚 はま だ 活かして あるか」 と、 先生 は 訊いた。 

「いえ、 たった今 その 首 を 斬りました」 



かかる と、 僧 はまた 言った。 

ぼん おん 

「お聴きな され、 衆 僧が これから 梵音を 唱え 始めます」 

石 は 池の ほとりに 立って 耳 を かたむけて いると、 た 

ちまち に 水中の 僧ら が 一 斉に声 を そろえて、 なに か 判 

ら ない 梵音を 唱え 出した。 その 声が 甚だ 騒々 しいと 

思って いると、 一人の 僧が 水中から 手 を 出して 彼 を 引 

いた。 

「あなた も 試しに はいって 御覧な され。 決して 怖い こ 

と は) ，- ざらぬ」 

引かる る ままに 彼 は 池に はいって いると、 その 水の 

冷た いこと 氷の ごとく、 思わず ぞ つ と 身ぶ るいす ると 



た。 池の なかには たくさんの 蛙が 浮かんで いた。 

「坊主の 正体 はこれ であった か」 

彼 は その 蛙 を 片端から 殺し 尽くした。 

鼠の 群れ 

ら< ょラ リ し 

洛 陽に 李 氏の 家が あった。 代々 の 家訓で、 生き物 を 

殺さない ことにな つてい るので、 大きい 家に 一匹の 猫 

を も 飼わなかった。 鼠 を 殺す の を 忌む が 故で ある。 

ほうおう 

唐の 宝応 年中、 李の 家で 親友 を 大勢 よびあつめて、 

広間で 飯 を 食う ことにな つた。 一同が 着席した ときに、 



門外に 不思議の ことが 起った と、 奉公人ら が 知らせて 

来た。 

「何百 匹と いう 鼠の 群れが 門の 外に あつまって、 なに 

か 嬉しそうに 前足 を あげて 叩いて 居ります」 

「それ は 不思議 だ。 見て 来よう」 

主人 も 客 も 珍しが つ て どやどやと 座敷 を 出て 行った _ 

その 人び と が 残らず 出 尽くした ときに、 古い 家が 突然 

に頹れ 落ちた。 かれら は 鼠に 救われた ので ある。 家が 

頹れ ると 共に、 鼠 はみ な 散り ぢリに 立ち去った。 

陳巌の 妻 



ぶよう ちんがん とうご ぐうきょ 

舞 陽の 人、 陳巌 という 者が 東 呉に 寓居して いた。 唐 

の景 龍の 末年に、 かれは 孝廉に あげられて 都へ ゆく 

途中、 渭 南の 道で 一人の 女に 逢った。 かれは 白衣 をつ 

たもと おお 

けた 美女で、 抉 を もって 口 を 被いながら 泣き叫んで 

いるので ある。 

見す ごし かねて その子 細 をき くと、 女 は 泣きながら 

答えた。 

「わたくし は楚の 人で、 侯と いう 姓の 者で ございます。 

しょうそ 

父 は y J ころ ざしの 高い 人物と して、 湘楚の あいだに 知 

ふ つきえい たつ 

られ て居リ ましたが、 山林に 隠れて 富貴 栄達 を 望み ま 



のなかに 郝 居士と いう 人が あった。 かれは 邪を攘 い、 

魔 を 降す の 術 をよ く 知 つていた。 

居士 は 表から 女の 泣き声 を 聞いて、 あたりの 人に さ 

さやいた。 

けもの 

「あれ は 人間で はない。 山に 棲む 獣に 相違ない」 

それ を陳に 教えた 者が あつたので、 陳は 早速に 居士 

を 招じ入れ ると、 妻 は その 姿 をみ て 俄かに 懼れ た。 居 

ぽくふ く-つ 

士は 一 紙の 墨符を 書いて、 空に むかって なげうつ と、 

妻 は ひと 声高く 叫んで、 屋根 瓦の 上に 飛び あがった。 

居士 は つづいて 一 紙の 丹符を かいて 投げつ ける と、 妻 

は 屋根から 転げ落ちて 死んだ。 それ は 一匹の 猿で あつ 



た」 

李 生の 罪 

リ せい かさく 

唐の 貞元 年中に、 李 生と いう 者が 河朔の あいだに 住 

ん でいた。 少しく 力量が ある 上に、 俠客 肌の 男で ある 

ので、 常に 軽薄 少年ら の 仲間に はいって、 人 も なげに 

そこら を 横行して いた。 しかも r 一十 歳 を 越える 頃から、 

俄かに こころ を 改めて 読書 を はげみ、 歌 詩 を も 巧みに 

作る ようにな つ た。 

しん ろく じさん ぐん 

それから 追いお いに 立身して、 深 州の 録事参 軍と 



た。 太守 は 命乞い をす るすべ もなくて、 その 言う がま 

まに 李の 首 を 渡す と、 彼 は その 首 をみ て こころよげ に 

笑って いた。 

「自分の 部下に かような 罪人 をいだ しました の は、 わ 

たくしが 重々 の 不行き届きで ございま すが、 一 体 かれ 

はどうい う， J とで 御機嫌 を 損じた ので) /ざいましょう 

か」 と、 太守 はさぐ るよう に 訊いて みた。 

「いや、 別に 罪 はない」 と、 士真は 言った。 「ただ その 

むやみ 

顔 をみ ると なんだか 無暗に 憎くな つて、 とうとう 殺す 

気になつ たの だ。 それが なぜで あるか は 自分に もよ く 

判らない。 もう 済んで しまった こと だから、 その 話 は 



一 体 それが なんの 目的で あるか は 判らなかった が、 

ともかくも こんな 妖物を そのまま にして置く わけに は 

ゆかない ので、 韓は その 犬 を 庭 さきへ 牽き 出させて 

ぼくさつ 

撲殺した。 奉公人 ども は その 肉 を 煮て 食った が、 別に 

異状 もなかった。 

韓 はさら に 近隣の 者 を 大勢 駆り集めて、 弓矢 その他 

えもの あば 

の 得物 をたず さえて かの 墓 を 発 かせる と、 墓の 奥から 

五、 六 匹の 犬が あらわれた。 かれら は 片端から みな 撲 

殺された が、 その 毛色 も 形 も 普通の 犬と は異 つていた _ 

きハネ 
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